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AM放送波の伝搬

(1) AM放送波の伝搬は出力1500ｋWで2000kmが限度
(2) 電離層で1Hopしか反射しない、2Hopでは受信不能
(3) 地上波と電離層反射波との合成がない
(4) 震源領域の特定がしやすい
(5) 電離層擾乱はD,E層に影響を及ぼすためTTは早ま
るか遅くなるか両方ありうる
(6) 送信局の識別が容易(周波数帳、Call Sign、交通
情報、Local News等)



AM放送波Daily生データ例
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札幌→鉾田間TT偏差値異常

札幌→鉾田間のパスにて地震発生１１日前から直前まで
σ=2を超える異常が観測された



大阪→鉾田間TT偏差値異常

大阪→鉾田間のパスにて札幌→鉾田間の異常と
ほぼ同期した異常が観測された



新潟→横浜間TT偏差値異常

新潟→横浜間のパスにて札幌→鉾田間の異常と
ほぼ同期した異常が観測された
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福岡→横浜間TT偏差値異常

福岡→横浜間のパスにて札幌→鉾田間の異常と
ほぼ同期した異常が観測された
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地震前の電離層擾乱推定領域と鉾田
観測点における受信Path

地震後の異常データより地震前に震源を中心として
半径500kmで電離層の擾乱が起こっていると推定できる
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地震前の電離層擾乱推定領域と
横浜観測点における受信Path

地震後の異常データより地震前に震源を中心として
半径500kmで電離層の擾乱が起こっていると推定できる
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鉾田・横浜観測点での予測震源域
と重複予測震源域

太い赤楕円が予測震源域となるPathが多ければ
もっと予測震源域を絞り込める可能性がある



1111

相模原観測点の観測パスと
予測震源域

相模原観測点のみで北海道、南西諸島、小笠原諸島
を除きほぼ日本全土をカバーすることができる。

択捉島または南樺太、台湾に受信観測点を設置すれ
ば北海道、南西諸島もカバーできる。

今後AM放送波活用電離層
擾乱観測の主局となる相模
原観測点での観測パスと予
測震源域

他に釧路、盛岡、秋田、新
潟、金沢、松江、広島、高知、
福岡、熊本からのパスも観
測している。
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まとめ

本方式での地震発生からの先行期間は1週間～
12日と仮定できると判断できた。今後は発生地震
のMagnitudeを予測するAlgorithmを検証したい。

AM放送波活用電離層擾乱観測の観測点数は1
観測点での受信パスが多く取れることから最小限
で済む。近い将来相模原観測点のCross Check
として観測点を茨城県鉾田に増強し、静岡県函
南、浜松、島田に設置予定である。
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Thank you 

for your attention!
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